
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
８
９
回 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
各
小
屋
の
対
応 

 

【
持
経
宿
】 

 

小
屋
番 

村
吉
光
夫 
４/

２
７
～
２
９
、
５/

２
～
６
（
６
泊
７
日
） 

 

日
帰
り 

沖
崎
、
湯
川 
４/

２
８ 

 
 
 
 
 

梶
野 

 
 
 

４/
３
０ 

 
 
 
 
 

沖
崎
、
湯
川
、
阪
口
、
鳥
羽 

５/

２ 

 

連
休
が
始
ま
る
前
日
の
４
月
２
７
日
に
村
吉
さ
ん
が
入
宿
さ
れ
る
。
初
日
で

雨
が
降
っ
て
い
る
た
め
か
こ
の
日
の
宿
泊
者
は
１
名
の
み
だ
っ
た
。 

翌
２
８
日
、
沖
崎
、
湯
川
の
二
人
で
持
経
宿
へ
出
向
く
。
缶
ビ
ー
ル
と
コ
ー
ラ

を
各
２
ケ
ー
ス
持
参
す
る
。
村
吉
さ
ん
は
先
般N

H
K

 B
S

の
大
峰
特
集
番
組

で
観
た
靡
看
板
の
文
字
が
消
え
か
け
て
い
る
こ
と
を
気
に
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
こ
の
日
も
平
治
宿
の
靡
看
板
を
取
り
替
え
る
た
め
、
湯
川
君
が
同
行
し
平

治
宿
へ
向
か
っ
た
。
村
吉
さ
ん
か
ら
「
薪
が
長
く
て
ス
ト
ー
ブ
に
入
ら
な
い
。

短
く
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
が
あ
り
、
沖
崎
が
長
い
マ
キ
を
短
く
切
り
揃
え
る

作
業
を
行
っ
た
。
作
業
行
中
に
小
屋
前
を
７
～
８
人
の
登
山
者
が
通
過
す
る
。

皆
さ
ん
全
員
が
今
夜
は
行
仙
宿
に
泊
る
そ
う
だ
。
４
月
２
９
日
に
村
吉
さ
ん
は

い
っ
た
ん
下
山
、
空
白
と
な
る
４
月
３
０
日
に
梶
野
君
が
、
５
月
２
日
に
沖
崎
、

湯
川
、
阪
口
、
鳥
羽
の
４
名
が
日
帰
り
で
出
向
き
登
山
者
の
対
応
に
当
た
っ
た
。

湯
川
、
阪
口
、
鳥
羽
の
３
名
に
は
平
治
宿
に
行
っ
て
も
ら
い
、
水
場
の
整
備
な

ど
を
行
っ
た
。
こ
の
日
村
吉
さ
ん
が
再
入
宿
さ
れ
、
５
月
６
日
迄
の
小
屋
番
を

続
け
て
頂
い
た
。
連
休
中
に
持
ち
込
ん
だ
缶
ビ
ー
ル
は
４
ケ
ー
ス
（
９
６
本
）

コ
ー
ラ
６
ケ
ー
ス
（
１
４
４
本
）
は
ほ
ぼ
完
売
し
た
。
ま
た
こ
の
期
間
の
宿
泊

者
数
は
６
５
名
ほ
ど
に
な
る
。
持
経
宿
で
は
連
休
の
期
間
に
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

が
無
く
、
ま
た
多
く
の
登
山
者
か
ら
「
小
屋
番
さ
ん
が
と
っ
て
も
親
切
で
し
た
」

と
の
お
言
葉
を
頂
き
、
ホ
ッ
と
し
た
と
同
時
に
村
吉
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思

う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

『
４
月
３
０
日
』】 

 

国
道
１
６
９
号
が
通
行
止
め
の
た
め
十
津
川
村
経
由
で
持
経
宿
へ
向
か
う
。

途
中
で
沖
崎
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
「
国
道
が
許
可
車
の
み
通
行
で
き
る
よ
う

だ
、
役
場
に
寄
っ
て
確
認
し
て
く
れ
」
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。
役
場
で
許
可
証

を
交
付
し
て
い
た
だ
き
持
経
宿
へ
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

役
場
に
立
ち
寄
る 

 
 

 
 

掃
除
機
で
掃
除 

 
 
 

１
０
リ
ッ
タ
ー
を
２
回 

池
郷
林
道
で
は
過
去
に
１
０
数
回
パ
ン
ク
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
も
か
と
言

う
ほ
ど
低
速
で
走
行
す
る
。
路
面
は
前
回
よ
り
も
悪
く
な
っ
て
い
て
、
２
回
底

を
擦
っ
た
が
パ
ン
ク
せ
ず
に
持
経
宿
に
着
い
た
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
を
チ
ェ

ッ
ク
し
発
電
機
を
動
か
し
て
掃
除
機
で
掃
除
す
る
。
午
後
４
時
頃
に
一
人
の
登

山
者
が
通
過
、
平
治
宿
で
泊
る
そ
う
だ
。
小
屋
前
に
置
か
れ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
が



空
に
な
っ
て
い
た
。
水
場
迄
車
で
行
こ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
村
吉
さ
ん
も
車

で
降
り
て
い
な
い
の
で
、
今
更
パ
ン
ク
の
リ
ス
ク
を
冒
す
こ
と
は
無
い
と
思
い
、

歩
い
て
水
場
に
向
か
っ
た
。
１
０
リ
ッ
タ
ー
の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
担
い
で
２
回
往

復
し
た
。
玄
関
わ
き
に
置
か
れ
た
料
金
箱
か
ら
５
０
０
円
以
上
の
硬
貨
、
紙
幣

を
回
収
、
空
に
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
缶
を
車
に
積
ん
だ
。
午
後
６
時
ま
で
小
屋
に

居
た
が
、
明
日
の
雨
予
報
が
影
響
し
た
の
か
宿
泊
者
も
通
過
す
る
人
も
無
か
っ

た
。 

 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

【
行
仙
宿
】 

 

小
屋
番
と
日
帰
り
の
参
加
者
は
別
紙
参
照 

連
休
前
に
青
木
君
か
ら
「
連
休
中
、
ず
っ
と
行
仙
宿
で
小
屋
番
し
て
も
い
い
で

す
よ
」
と
有
難
い
申
し
出
を
頂
い
た
。
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
が
軸
と
な
っ
た

の
で
、
あ
と
が
大
変
や
り
易
く
な
っ
た
。
加
え
て
今
年
も
山
本
さ
ん
か
ら
連
休

後
半
に
２
泊
３
日
で
行
仙
宿
小
屋
に
入
る
と
連
絡
が
あ
っ
て
、
更
に
充
実
し
た

も
の
と
な
っ
た
。
更
に
瀧
本
、
児
嶋
、
乾
、
山
口
各
氏
の
一
泊
組
と
、
沖
崎
、

梶
野
等
の
日
帰
り
フ
ォ
ロ
ー
国
も
組
合
せ
、
万
全
の
体
制
と
な
っ
た
。 

２
７
日
の
コ
シ
ア
ブ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
気
合
を
入
れ
、
翌
日
青
木
、
坂
田
の
お

二
人
が
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

『
４
月
２
８
日
』 

 

今
日
か
ら
行
仙
宿
小
屋
で
小
屋
番
を
担
当
す
る
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
を
行

仙
宿
ま
で
送
り
届
け
る
。
昨
年
熊
野
修
験
春
峰
の
際
、
雨
で
濡
れ
た
衣
が
な
か

な
か
乾
か
な
か
っ
た
の
で
、
扇
風
機
を
一
台
持
っ
て
き
て
小
屋
に
運
ん
だ
。
お

昼
前
に
行
仙
宿
に
着
い
た
が
、
到
着
早
々
登
山
者
が
次
々
と
通
り
、
コ
ー
ラ
や

手
ぬ
ぐ
い
を
販
売
す
る
。 

登
山
者
や
宿
泊
者
の
対
応
を
お
二
人
に
任
せ
、
持
っ
て
き
た
扇
風
機
を
組
立
て

試
運
転
。
濡
れ
た
衣
服
を
乾
か
す
の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
バ

ッ
テ
リ
ー
電
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
好
天
が
続
い
て
い
た
の
で
十
分
に
充
電
で

き
て
い
る
よ
う
だ
。  

 
 
 

 

登
山
口
に
着
く 

 
 
 

コ
ー
ラ
、
ビ
ー
ル
を
販
売 

 
 

登
山
者
が
通
過 

発
電
機
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
、
空
の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
４
個
持
っ
て
下
山
。
時
間

が
早
か
っ
た
の
で
新
宮
に
向
か
っ
て
小
屋
番
の
注
文
を
伝
え
た
。（
記
；
梶
野
） 

 

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
総
括 

宿
泊
利
用
者
数
に
つ
い
て 

 

志
納
金
か
ら
逆
算
す
る
と
行
仙
宿
で
は
１
０
日
間
で
８
５
名
位
と
思
わ
れ

る
。
一
日
平
均
１
０
名
弱
。
持
経
宿
は
６
５
人
位
、
平
治
宿
で
は
３
５
人
位
で
、

併
せ
る
と
２
０
０
名
弱
の
宿
泊
利
用
が
あ
っ
た
。
国
道
１
６
９
号
の
通
行
止
め

が
続
い
て
い
る
の
で
、
宿
泊
者
数
が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
も
戻
っ
た
よ
う
だ
。 

宿
泊
者
へ
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て 



 
４
月
２
８
日
の
夕
方
、
坂
田
さ
ん
か
ら
梶
野
君
経
由
で
豚
バ
ラ
肉
を
２
パ
ッ

ク
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
注
文
が
あ
り
翌
日
持
っ
て
行
っ
た
。
何
を
す
る
の
か

と
思
っ
た
ら
宿
泊
者
の
皆
に
豚
汁
を
振
舞
う
と
い
う
。
前
日
雨
が
降
っ
た
の
で
、

冷
え
た
体
に
暖
か
い
豚
汁
が
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
だ
。
翌
日
は
お
で

ん
を
提
供
し
た
よ
う
だ
。 

５
月
４
日
に
入
宿
し
た
山
本
さ
ん
は
米
、
肉
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の

食
材
を
持
参
し
、
炊
き
立
て
の
ご
飯
と
調
理
し
た
暖
か
い
カ
レ
ー
で
宿
泊
者
を

も
て
な
し
大
好
評
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

ビ
ー
ル
、
コ
ー
ラ
、
手
拭
等
の
物
品
販
売
に
つ
い
て 

 

一
昨
年
位
ま
で
は
缶
ビ
ー
ル
の
み
を
販
売
し
て
い
た
が
、
コ
ー
ラ
を
置
い
て

み
た
と
こ
ろ
か
な
り
の
人
気
で
、
縦
走
者
だ
け
で
は
な
く
日
帰
り
の
登
山
者
の

多
く
が
買
っ
て
い
く
。
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
の
黒
キ
ャ
ッ
プ
で
は
な
く
通
常
の
赤
キ

ャ
ッ
プ
が
好
ま
れ
る
。
炭
酸
の
ス
ッ
キ
リ
感
と
カ
ロ
リ
ー
補
給
が
目
的
の
よ
う

だ
。
青
木
君
が
製
作
し
た
奥
駈
道
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
日
本
手
拭
と
カ
ッ
プ
麺
な

ど
も
販
売
。
こ
れ
ら
も
よ
く
売
れ
た
。
来
年
か
ら
は
販
売
品
目
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
今
日
持
っ
て
き
た
も
の
を
入
れ
て
缶
ビ
ー

ル
７
ケ
ー
ス
（
１
６
８
本
）
コ
ー
ラ
６
ケ
ー
ス
（
１
４
４
本
）
だ
っ
た
。
全
て

売
り
切
っ
た
。 

事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て 

 

南
奥
駈
道
で
事
故
や
遭
難
騒
ぎ
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
５
月
２
日
持
経
宿

に
宿
泊
予
定
の
グ
ル
ー
プ
（
５
名
）
の
リ
ー
ダ
ー
の
小
玉
さ
ん
が
弥
山
付
近
で

病
死
し
、
宿
泊
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
。

そ
の
ほ
か
北
奥
駈
道
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
出
動
す
る
遭
難
事
故
が
数
件
あ

っ
た
よ
う
だ
。
行
仙
宿
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
無
か
っ
た
が
、
財
布
を
無
く
し

た
の
で
１
万
円
を
借
用
し
た
い
と
い
う
東
京
か
ら
の
若
者
が
い
た
。 

『
５
月
１
日
』 

 

バ
ス
時
刻
表
を
貼
り
換
え
に
深
仙
宿
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
朝
か
ら
の

雨
降
り
の
た
め
行
き
先
を
行
仙
宿
に
変
更
す
る
。
午
前
９
時
半
過
ぎ
に
登
山
口

に
着
き
、
廃
材
を
切
っ
た
マ
キ
を
大
量
に
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
ん
で
登
り
出
す
。 

 
 

 
 

 

マ
キ
を
大
量
に
積
む 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

青
木
車
が
待
つ 

青
木
氏
は
何
や
ら
買
い
物
で
下
山
中
、
坂
田
さ
ん
だ
け
が
留
守
番
し
て
い
た
。

雨
で
特
別
作
業
も
無
く
、
お
昼
過
ぎ
に
下
山
。
登
山
口
で
待
っ
て
い
た
青
木
氏

と
役
場
に
行
っ
て
通
行
許
可
証
を
頂
い
て
帰
宅
し
た
。 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

『
５
月
４
日
』 

 

◇
参
加
者 

沖
崎
、
大
江
加
・
徳
、
畑
林
秀
・
清
・
阪
口
、
濱
野
、
杉
山
、

山
川
、
上
村
和
、
森
、
栗
山
、
岡
野
な
な
み
（
沖
崎
孫
） 

 
依
頼
の
あ
っ
た
缶
ビ
ー
ル
、
水
、
ガ
ソ
リ
ン
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
両
替
金 

を
持
っ
て
小
屋
に
届
け
た
。
こ
の
日
か
ら
小
屋
番
を
務
め
る
山
本
さ
ん
に
代
わ 

っ
て
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
が
下
山
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、
日
本 

山
岳
会
静
岡
支
部
の
６
名
が
行
仙
宿
に
宿
泊
予
定
だ
。
瀧
本
、
山
口
の
お
二
人 



も
本
日
一
泊
し
、
山
本
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
昼
食
後
、
数 

人
で
行
仙
岳
北
側
に
段
差
補
修
材
を
運
ん
だ
。 

 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

  

山
本
さ
ん
に
堺
迄
電
車
で
来
て
い
た
だ
き
、
十
津
川
村
経
由
で
行
仙
宿
に
向 

か
う
。
五
條
の
イ
オ
ン
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
調
達
。
大
塔
の
道 

の
駅
で
瀧
本
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
い
た
が
、
道
の
駅
は
大
混
雑
。
暫
く
待 

っ
て
中
に
入
っ
た
が
瀧
本
さ
ん
の
姿
は
無
い
。
電
話
し
て
も
通
じ
な
い
。
先
に 

行
っ
た
と
思
い
道
の
駅
を
後
に
す
る
。
十
津
川
村
の
道
の
駅
も
道
路
に
ま
で
車 

が
溢
れ
て
い
る
。
２
１
世
紀
の
森
ま
で
行
き
駐
車
場
に
降
り
て
ト
イ
レ
休
憩
。 

補
給
路
登
山
口
に
着
く
と
、
朝
か
ら
登
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
降
り
て
き
た
と 

こ
ろ
だ
っ
た
。
日
帰
り
の
メ
ン
バ
ー
と
入
れ
替
わ
り
、
荷
物
と
山
本
さ
ん
を
乗 

せ
て
登
る
。
小
屋
に
着
い
て
青
木
、
坂
田
氏
か
ら
引
き
継
ぎ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受 

け
る
。 

 
 

 
 

 

日
帰
り
組
と
交
代 

 
 

 
 

 

引
継
ぎ 

 
 

 
 
 

 

携
帯
電
話
を
発
見 

下
山
前
に
電
話
が
あ
り
「
沖
崎
さ
ん
が
携
帯
電
話
を
落
と
し
た
」
と
の 

こ
と
で
、
青
木
、
坂
田
、
梶
野
３
人
の
６
つ
の
目
玉
で
探
し
な
が
ら
下
山
す
る
。 

林
道
の
直
前
、
一
番
前
に
座
っ
て
い
た
青
木
氏
が
「
あ
っ
た
！
」
と
声
を
あ
げ 

た
。
林
道
か
ら
３
ｍ
ほ
ど
上
の
平
ら
な
岩
の
上
に
乗
っ
か
て
い
た
。
降
り
易
い 

場
所
に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
停
め
て
拾
い
上
げ
た
。
こ
れ
か
ら
新
宮
に
向
か
う
お
二 

人
に
携
帯
電
話
を
託
し
て
帰
宅
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

『
５
月
６
日
』 

 

連
休
の
最
終
日
、
山
本
さ
ん
を
迎
え
に
行
く
日
だ
。
逆
峰
で
奥
駈
道
を
歩
い 

て
い
た
志
岐
さ
ん
と
小
川
さ
ん
が
行
仙
宿
か
ら
下
山
す
る
そ
う
で
、
３
人
と
ザ 

ッ
ク
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
仙
宿
に
着
く
と
、
な
ん
か
人
間
が
多
い
。 

山
本
、
志
岐
、
小
川
の
３
名
以
外
に
男
女
２
名
が
い
た
。
チ
ェ
コ
の
カ
ッ
プ
ル 

で
本
宮
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
だ
。
今
日
は
お
天
気
が
悪
い
の
で
行
仙
小
屋
で 

休
息
す
る
そ
う
だ
。  

 
 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 

 

チ
ェ
コ
の
宿
泊
者
と 

 
 

 
 

 

下
山
中 

持
っ
て
き
た
柏
餅
と
ち
ま
き
で
歓
待
す
る
。
昼
食
を
摂
っ
て
１
２
時
４
０
分
過 

ぎ
に
下
山
を
始
め
る
。
山
本
さ
ん
と
ザ
ッ
ク
な
ど
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
み
、
志 



岐
さ
ん
等
は
歩
い
て
降
り
て
も
ら
う
。
午
後
１
時
半
登
山
口
を
後
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

【
深
仙
宿
】 

 

『
５
月
２
日
』 

 

４
月
１
８
日
に
深
仙
宿
避
難
小
屋
に
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
運
休
の
お
知
ら
せ
を 

張
り
出
し
た
が
、
西
原
の
通
行
止
め
が
４
月
２
４
日
に
解
除
さ
れ
、
ゆ
う
ゆ
う 

バ
ス
が
前
鬼
口
ま
で
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
運
休
の
お
知
ら 

せ
を
貼
り
換
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
案
内
の
紙
２
枚
を
持
っ
て
深
仙
宿
に
向
か 

っ
た
。
太
尾
登
山
口
は
休
日
に
な
る
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
る
の
で
、
今 

回
は
前
鬼
か
ら
登
っ
た
。
前
鬼
橋
手
前
で
後
ろ
か
ら
大
阪
ナ
ン
バ
ー
の
白
い
車 

が
付
い
て
き
た
。
よ
く
見
る
と
五
鬼
助
さ
ん
の
車
だ
。
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
、 

こ
れ
で
小
中
坊
ま
で
車
で
行
け
る
。
不
動
七
重
の
滝
の
展
望
所
で
追
い
越
し
て 

も
ら
う
。
三
津
子
さ
ん
だ
け
し
か
乗
っ
て
お
ら
ず
、
五
鬼
助
さ
ん
は
小
仲
坊
泊 

だ
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

 

小
中
坊
に
着
き
五
鬼
助
さ
ん
に
挨
拶
、
深
仙
宿
ま
で
行
く
と
説
明 

し
登
り
始
め
る
。
登
山
道
に
異
常
は
無
し
、
深
仙
宿
に
着
い
て
食
事
し
バ
ス
の 

案
内
を
貼
り
換
え
た
。
通
過
し
た
登
山
者
は
５
名
で
、
内
２
名
の
ご
夫
婦
ら
し 

い
方
は
山
彦
の
事
を
よ
く
ご
存
じ
だ
っ
た
。
下
山
途
中
、
太
古
の
辻
で
少
し
だ 

け
笹
を
刈
っ
て
前
鬼
へ
の
下
山
口
を
判
り
や
す
く
し
た
。
午
後
３
時
半
に
小
中 

坊
に
着
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

  

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
前
半
は
少
し
雨
も
あ
っ
た
が
、
概
ね
お
天
気
に
恵 

ま
れ
、
来
宿
舎
も
昨
年
、
一
昨
年
に
比
べ
る
と
多
く
な
っ
て
い
る
。 

小
屋
番
の
要
を
務
め
て
頂
い
た
村
吉
、
青
木
、
坂
田
、
山
本
さ
ん
に
厚
く
御
礼 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

 
 

 

５
月
４
日
の
行
仙
宿 


